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題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
に
、

◆
か
ら
書
き
始
め
ま
し
ょ

う
。

注
意
す
る
点

①
　
八
行
以
上
、
十
行
以
内
で
書
く
こ
と
。
解
答
用
紙
の
◆
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②
　
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

③
　
一
つ
目
の
段
落
に
は
、
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。

④
　
二
つ
目
の
段
落
に
は
、
「
ア
：

学
習
ま
ん
が
も
置
く
」
と
「
イ
：

文
字
の
本
だ
け
を
置
く
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
、
自
分
の
立
場
を
明

確
に
し
、
理
由
を
書
く
こ
と
。

ア　学習まんがも置く

・歴史や科学などの学習まんがを、文字の

本といっしょに置く

・本が苦手な人も、読書のきっかけをつか

みやすい

イ　文字の本だけを置く

・物語や伝記、図かんなど、文字が中心の

本だけを置く

・文章を読む力を、しっかりときたえるこ

とができる

【資料1】読書は好きですか（6年生

120人）
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好き

54人（45%）

どちらでもない

42人（35%）

苦手

24人（20%）

【資料2】1か月に読んだ本の冊数

（読書が「苦手」な24人）

文字の本 学習まんが
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3冊以上

問
題わ

た
し
た
ち
の
教
室
に
は
、
学
級
文
庫
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
読
み
た
い
本
が
な
い
」
と
い
う
声
が
多

く
、
本
だ
な
の
前
を
素
通
り
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

現
在
、
学
級
会
で
、
本
の
入
れ
か
え
に
つ
い
て
「
ア
：

学
習
ま
ん
が
も
置
く
」
と
「
イ
：

文
字
の
本
だ
け
を
置
く
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
ち
ら
の
案
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
資
料
を
参
考
に
、
自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
書
き
ま
し
ょ

う
。
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学
級
文
庫
に
、

学
習
ま
ん
が
を
置
く
べ
き
な
の
だ
ろ

う
か
？

◆
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解答例・指導のポイント 学級文庫に、学習まんがを置くべきなのだろうか？

解答例１

資料1を見ると、読書が苦手な人は、クラスに二割いることが分かります。さらに資料2からは、その人たちも、学習まんがなら三割以上の人が月に三冊以上読んでいる

ことが読み取れます。

わたしは、アの学習まんがも置く案がよいと考えます。なぜなら、学級文庫でいちばん大切なのは、本が苦手な人もふくめて、みんなが本を手に取ることだからです。

学習まんがをきっかけに、文字の本にも興味を広げていけばよいと思います。

解答例２

資料1からは、読書が好きな人とどちらでもない人を合わせると、八割になることが分かります。資料2を見ると、読書が苦手な人でも、文字の本を月に一冊以上読んで

いる人が四割近くいます。

わたしは、イの文字の本だけを置く案がよいと考えます。学級文庫は、教室でいつでも手に取れる特別な本だなです。だからこそ、文章を読む力をきたえられる本をそ

ろえ、まんがは家や図書館で読めばよいと思うからです。

指導のポイント

第一段落は「資料からわかること」＝事実の読み取り。数値（割合・冊数）を引用できているかを見る。

第二段落は「立場＋理由」。ア・イのどちらでも、資料と結びついた理由になっていれば正解とする。

「八行以上十行以内」「二段落」「◆から書き始め」の条件を満たしているか、内容の前に形式を確認する（標準学調の採点と同じ順序）。

School Stock｜学校現場で使える無料の教材・素材集

自分が現場で使うことを念頭においた教材を作成・共有しています。登録不要・無料

でお使いいただけますが、先生方の良心を信じて配布しています。最新の教材や、ほ

かの教科のプリントは、noteマガジンからご覧いただけます。

https://note.com/tozaki_edu/m/maab6a89240fa
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